
攻
撃
は
で
き
ず
、
も
っ
ぱ
ら
戦
車
が
大
い
に
撃
ち
ま
く
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
友
軍
は
ほ
と
ん
ど
動
け
ず
、
機
銃
と
弾
薬
を
持

ち
出
す
の
が
や
っ
と
で
、
溝
沿
い
に
ウ
ミ
ン
ガ
ン
へ
脱
出
し
た

と
い
う
。

和
気
氏
が
立
哨
中
申
し
送
っ
た
「
の
ろ
し
」（
一
月
二
十
九

日
早
朝
）
は
誰
が
打
ち
上
げ
た
の
か
一
つ
の
不
思
議
で
あ
っ
た

が
、
平
成
元
年
十
月
、
三
ヶ
根
山
で
の
戦
車
第
二
師
団
戦
友
会

で
、
戦
車
六
連
隊
の
宮
沢
少
尉
、
庄
司
兵
長
と
知
り
合
い
、
あ

の
時
の
信
号
弾
は
庄
司
兵
長
が
打
ち
上
げ
た
と
知
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
十
榴
の
零
距
離
射
撃
中
止
を
大
室
大
隊
長
に
進
言
し

た
の
は
宮
沢
少
尉
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
和
気
氏
の
二
人
の

証
言
者
が
生
還
さ
れ
て
お
る
こ
と
を
不
思
議
な
縁
と
し
み
じ
み

実
感
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
大
室
大
隊
長
突
撃
の
と
き
、
足
に
衝
撃
を
受
け
て
倒

れ
た
原
因
は
、
機
関
銃
弾
が
両
脚
間
を
か
す
め
て
通
り
抜
け
た

た
め
で
脚
絆
の
内
側
が
両
足
と
も
焦
げ
て
い
た
と
、
我
が
強
運

に
感
謝
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
Ｐ38

双
発
米
機
の
銃
撃
で
Ｋ
氏
が
戦
死
し
た
こ
と

や
、

自
分
の
倒
れ
た
ト
タ
ン
屋
根
の
板
に
は
銃
痕
が
無
数
に
あ
っ

た
が
助
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
幸
運
、
さ
ら
に
運
命
の
別
れ
み
ち

は
、
入
隊
時
の
即
日
帰
郷
の
取
り
消
し
、
満
州
か
ら
南
方
に
転

じ
た
こ
と
。
大
室
大
隊
の
ウ
ミ
ン
ガ
ン
路
上
で
の
戦
闘
で
の
米

軍
に
よ
る
収
容
…
…
。
ま
さ
に
、
多
く
の
戦
友
が
戦
死
し
、
自

分
一
人
の
み
が
生
還
し
た
と
い
う
心
情
を
持
ち
続
け
、
慰
霊
と

恩
欠
運
動
に
余
生
を
捧
げ
た
こ
と
も
、
生
き
残
っ
た
我
々
と
同

じ
心
情
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

バ
タ
ア
ン
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
攻
略

野
戦
重
砲
の
砲
手
　 

茨
城
県
　
安
達
義
夫
　 

私
は
大
正
十
年
十
一
月
二
十
日
、
現
在
の
鉾
田
市
の
農
家
の

三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
学
校
卒
業
後
は
農
業
の
手
伝
い
を
し
て

い
た
。

昭
和
十
五
年
徴
兵
検
査
は
も
ち
ろ
ん
甲
種
合
格
だ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
一
月
、
東
京
世
田
谷
の
野
戦
重
砲
第
八
連
隊
補

充
隊
に
本
隊
要
員
と
し
て
入
営
。
昭
和
十
六
年
七
月
一
日
、
関

特
演
、
特
編
第
一
号
に
よ
り
、
編
成
下
令
さ
れ
た
。
そ
の
間
、



野
砲
隊
要
員
（
他
に
観
測
・
通
信
な
ど
あ
り
）
と
し
て
教
育
を

受
け
、
一
期
の
検
閲
を
終
了
し
た
。

八
月
四
日
、
神
戸
港
出
帆
、
十
七
日
、
満
州
牡
丹
江
綏
陽
着
、

国
境
警
備
に
従
事
し
つ
つ
訓
練
を
受
け
て
い
た
。
南
方
へ
行
く

ら
し
い
と
の
情
報
を
聞
き
な
が
ら
満
州
を
出
発
、

十
月
十
五
日
、

台
湾
高
雄
港
に
上
陸
。
台
湾
で
は
暑
さ
に
対
す
る
三
ヵ
月
間
の

訓
練
が
続
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
間
、
髪
・
つ
め
を
切
り
、
私
物

を
整
理
さ
せ
ら
れ
た
。
い
よ
い
よ
た
だ
事
で
な
く
、
戦
場
に
出

発
す
る
心
の
準
備
も
だ
ん
だ
ん
と
で
き
て
き
た
。

服
装
は
半
袖
、

帽
子
の
後
ろ
に
は
日
よ
け
の
布
が
つ
け
て
あ
っ
た
。

十
二
月
、
高
雄
を
出
帆
し
、
船
上
で
米
英
に
対
す
る
宣
戦
布

告
を
聞
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、
い
よ
い
よ
戦
闘
参
加

か
と
覚
悟
を
新
た
に
し
て
い
た
。
十
二
月
二
十
四
日
、
比
島
の

ル
ソ
ン
島
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
上
陸
、
マ
ニ
ラ
、
バ
タ
ア
ン
半
島
、

コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
攻
略
戦
に
参
加
、
第
十
四
軍
、
本
間
中
将
の

軍
直
轄
、
砲
兵
隊
に
配
属
と
な
っ
た
。

十
二
月
二
十
七
日
、
米
政
府
は
マ
ニ
ラ
を
「
無
防
備
都
市
」

と
宣
言
し
た
と
い
う
の
で
、
マ
ニ
ラ
は
無
抵
抗
だ
っ
た
。
比
島

全
般
の
主
要
部
は
占
領
し
た
が
、
バ
タ
ア
ン
半
島
、
コ
レ
ヒ
ド
ー

ル
島
要
塞
は
攻
略
し
て
い
な
か
っ
た
。

我
が
野
戦
重
砲
兵
第
八
連
隊
の
編
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

大
正
十
一
年
八
月
に
編
成
さ
れ
、
初
代
は
田
代
庫
連
隊
長
で
あ

り
、
戦
時
編
成
と
な
っ
た
の
は
日
支
事
変
、
大
東
亜
戦
争
の
時

で
あ
っ
た
と
い
う
。
私
の
と
き
の
連
隊
長
は
高
橋
克
己
大
佐
で

あ
っ
た
。

火
砲
は
、
九
二
式
十
セ
ン
チ
加
農
砲
十
六
門
（
一
個
大
隊
八

門
、
一
個
中
隊
四
門
、
一
個
分
隊
一
門
）
で
あ
る
。「
創
立
当

初
は
三
八
式
十
加
（
独
乙
、
ク
ル
ッ
プ
社
製
）
と
ホ
ル
ト
牽
引

車
（
米
国
製
）
で
し
た
。
そ
の
後
、
火
砲
は
十
四
年
式
十
加

（
開
脚
式
）
に
、
牽
引
車
は
（
ミ
ト
ン
牽
引
車
国
産
）
と
な
っ

た
。
更
に
、
昭
和
十
年
に
は
火
砲
は
九
二
式
十
加
、
牽
引
車
は

九
二
式
五
ト
ン
牽
引
車
に
改
装
さ
れ
、
指
揮
官
車
、
観
測
自
動

車
、
自
動
貨
車
等
の
自
動
車
数
も
昭
和
十
年
頃
よ
り
逐
次
国
産

化
、
制
式
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
五
ト
ン
牽
引
車
は
そ
の
後
九
六

式
六
ト
ン
牽
引
車
に
改
め
ら
れ
た
」
と
我
が
連
隊
小
史
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。

私
は
第
二
大
隊
第
四
中
隊
第
三
分
隊
の
二
番
砲
手
と
し
て
マ

ニ
ラ
を
通
り
バ
タ
ア
ン
半
島
の
攻
撃
に
参
加
し
が
、
敵
の
防



御
、
反
撃
は
盛
ん
だ
っ
た
。
歩
兵
が
我
が
陣
地
に
侵
入
す
る
。

そ
れ
を
我
が
軍
の
重
機
関
銃
隊
が
戦
砲
隊
の
中
に
い
て
、
共
に

戦
っ
て
く
れ
、
敵
の
歩
兵
を
倒
し
て
く
れ
た
。
我
が
野
戦
重
砲

も
、
敵
の
歩
兵
に
対
し
、
弾
丸
に
は
瞬
発
信
管
を
つ
け
、
砲
身

を
水
平
に
し
て
直
接
照
準
零
距
離
射
撃
も
し
て
撃
退
し
た
。
敵

は
戦
車
に
付
随
し
て
歩
兵
が
反
撃
す
る
。「
窮
鼠
猫
を
噛
む
」

の
た
と
え
通
り
死
に
物
狂
い
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
パ
ラ
ッ
ク
北
側
の
第
二
放
列
敵
地
で
の
激
闘
に
つ

い
て
、
説
明
す
る
。

昭
和
十
七
年
一
月
三
日
の
こ
と
、
私
は
第
四
中
隊
第
三
分
隊

の
戦
砲
隊
の
第
二
砲
手
と
し
て
、
バ
タ
ア
ン
半
島
の
攻
略
戦
に

参
加
し
た
。

一
緒
に
戦
闘
参
加
し
た
兵
団
は
大
阪
の
部
隊
で
あ
っ

た
。敵
は
大
木
が
繁
茂
し
た
密
林
の
中
に
陣
地
を
築
き
、
長
距
離

砲
の
十
五
セ
ン
チ
加
農
砲
の
巨
弾
を
浴
び
せ
て
き
た
。
要
塞
砲

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
砲
弾
の
主
た
る
も
の
は
榴
弾

（
弾
体
そ
の
も
の
が
炸
裂
す
る
）
で
、
試
射
は
榴
散
弾
（
砲
弾

の
中
に
細
か
い
弾
が
入
っ
て
い
て
、
破
裂
と
同
時
に
細
か
い
弾

が
四
方
に
散
り
負
傷
者
が
多
く
な
る
）

、
集
中
射
撃
は
榴
弾
で

あ
っ
た
。

我
が
高
橋
部
隊
（
野
戦
重
砲
第
八
連
隊
）
は
敵
状
不
明
の
う

ち
に
遭
遇
戦
と
な
っ
た
が
、
敵
は
以
前
か
ら
こ
の
地
を
演
習
場

と
し
て
使
用
し
て
お
り
、

地
形
を
熟
知
し
て
い
て
の
戦
闘
と
な
っ

た
の
で
、
我
が
軍
は
敵
の
思
う
ま
ま
に
集
中
射
撃
を
受
け
た
。

そ
の
た
め
敵
の
集
中
砲
火
に
よ
り
死
傷
者
が
続
出
し
た
。

一
月
三
日
、
正
午
頃
で
あ
っ
た
。
パ
ラ
ッ
ク
の
道
路
上
で
待

機
中
の
我
が
高
橋
部
隊
の
そ
ば
を
、
野
砲
の
兵
隊
が
我
々
の
前

進
方
向
と
反
対
方
向
に
、
足
早
に
悲
槍
な
面
持
ち
で
口
々
に

「
と
て
も
あ
き
ま
へ
ん
」「
あ
か
ん
、
あ
か
ん
」
と
関
西
弁
で
叫

び
な
が
ら
、
走
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
た
だ
事
で
な
い
様
子
で

あ
っ
た
。

そ
の
時
ち
ょ
う
ど
、
高
橋
部
隊
長
が
そ
こ
に
来
ら
れ
、「
こ

こ
が
関
東
男
児
の
意
気
の
見
せ
所
だ
」
と
叫
ん
だ
の
で
、
我
々

は
命
令
を
受
け
、
前
方
の
水
の
無
い
ボ
サ
（
草
む
ら
）
の
多
い

砂
地
の
河
原
の
中
に
陣
地
を
進
出
し
、
約
五
分
間
で
放
列
布
陣

を
し
た
。

右
側
の
方
に
は
松
の
大
木
が
あ
り
、
そ
の
松
の
木
の
右
枝
の

先
端
が
第
一
分
隊
の
照
準
点
と
な
っ
た
。
右
か
ら
、
第
一
、
第



二
、
第
三
、
第
四
分
隊
と
の
布
陣
で
あ
る
。
照
準
点
と
は
そ
の

点
を
三
六
〇
の
分
角
度
で
、「
右
幾
つ
」「
左
幾
つ
」
と
間
接
照

準
を
す
る
の
で
あ
る
。

我
が
第
三
分
隊
員
は
十
六
人
、
十
セ
ン
チ
加
農
砲
（
砲
身
が

山
砲
や
榴
弾
砲
に
比
べ
長
い
）
で
、
弾
の
距
離
が
長
く
飛
ぶ

（
一
八
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
砲
で
あ
る
。
戦
砲
隊
の
後
ろ
に
は

弾
列
（
弾
薬
を
担
当
）
が
あ
り
、
観
測
は
砲
と
離
れ
た
観
測
に

便
利
な
高
所
な
ど
に
配
置
さ
れ
、
砲
と
観
測
と
の
間
を
結
ぶ
の

が
通
信
で
あ
る
。

射
撃
号
令
が
か
か
り
、「
照
準
点
右
側
方
、
松
の
木
の
頂
上

右
の
側
、
方
向
一
六
〇
〇
、
榴
弾
瞬
発
信
管
、
装
薬
二
号
、
六

五
〇
〇
、
第
一
発
射
」「
つ
づ
い
て
込
め
」「
撃
て
」
の
号
令
の

も
と
、
第
一
分
隊
か
ら
射
撃
開
始
と
な
っ
た
。
時
間
に
し
て
一

分
も
た
た
ぬ
頃
、
軽
い
発
射
音
を
聞
い
た
と
同
時
に
、
第
一
分

隊
砲
口
前
、
五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
一
発
、
野
砲

（
口
径
七
五
ミ
リ
）
級
と
思
わ
れ
る
敵
の
砲
弾
の
弾
着
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
ま
ま
第
一
分
隊
に
よ
る
試
射
は
続
け
ら
れ
た
。

第
一
分
隊
で
一
発
発
射
す
る
ご
と
に
、
敵
か
ら
二
、
三
発
の

返
射
が
あ
り
、
初
め
か
ら
集
中
射
撃
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

射
撃
教
範
に
あ
る
よ
う
な
、
試
射
に
よ
る
夾
叉
な
ど
の
射
撃
で

な
く
、

初
め
か
ら
我
が
陣
に
集
中
射
撃
を
浴
び
せ
て
き
た
の
だ
っ

た
。集
中
砲
撃
を
受
け
た
我
が
砲
手
な
ど
は
、
ま
ず
手
で
、
鉄
帽

で
と
、
手
当
た
り
次
第
に
何
で
も
使
っ
て
砂
地
を
掘
り
、
少
し

で
も
低
い
場
所
を
作
り
、
身
の
置
き
場
で
あ
る
個
人
壕
を
夢
中

で
掘
っ
た
。
試
射
が
終
わ
れ
ば
、
や
が
て
中
隊
射
撃
と
な
り
、

我
が
第
四
中
隊
の
古
世
隊
は
斉
整
と
し
て
射
撃
を
続
行
し
た
が
、

敵
も
盛
ん
に
集
中
射
撃
を
我
が
隊
に
浴
び
せ
る
。
我
々
砲
手
は

そ
の
間
を
ぬ
っ
て
、
砂
地
を
掘
っ
て
、
少
し
で
も
低
い
と
こ
ろ
、

凹
地
を
作
り
身
体
を
入
れ
る
個
人
壕
を
作
り
つ
つ
あ
っ
た
。

間
断
無
く
弾
着
す
る
敵
砲
弾
は
私
た
ち
を
お
び
え
さ
せ
た
。

そ
の
上
、
我
が
観
測
所
で
は
、
敵
の
砲
兵
隊
の
所
在
す
ら
未
だ

に
捕
捉
で
き
ず
不
明
で
あ
っ
た
の
で
、
放
列
陣
地
は
、
こ
ち
ら

に
は
着
弾
す
る
の
に
、
我
が
砲
の
弾
着
は
分
か
ら
な
い
か
ら
、

不
安
で
、
将
兵
の
あ
せ
り
は
士
気
を
沈
滞
さ
せ
て
い
る
の
が
目

に
見
え
て
明
ら
か
だ
っ
た
。
と
、
こ
れ
は
我
々
一
等
兵
は
夢
中

だ
っ
た
が
、
後
に
指
揮
官
や
下
士
官
か
ら
聴
い
た
話
で
あ
る
。

こ
れ
も
後
の
話
だ
が
、
第
一
小
隊
長
の
小
野
少
尉
は
左
斜
め



前
方
の
松
の
木
の
枝
の
一
部
に
、
敵
の
射
撃
標
定
に
有
利
な
物

体
の
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
放
列
か
ら
電
話
で
古
世
隊
長
に

盛
ん
に
そ
の
松
の
木
を
射
撃
す
る
よ
う
に
と
、
再
三
に
わ
た
っ

て
意
見
具
申
し
た
が
、
許
可
さ
れ
ず
、
依
然
と
し
て
敵
の
集
中

射
撃
の
中
に
放
列
陣
地
が
さ
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
砲
撃
戦
の
最
中
に
、
私
の
所
属
し
て
い
た
第
三
分
隊
、

中
野
分
隊
の
陣
地
に
敵
弾
が
落
下
し
、
轟
然
た
る
爆
発
音
と
爆

風
で
放
列
陣
地
は
一
瞬
に
し
て
暗
黒
の
爆
煙
に
包
ま
れ
た
。
ほ

ん
の
一
瞬
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が
生
死
の
運
命
を
分
け
た

一
瞬
だ
っ
た
。
砲
手
た
ち
の
う
ち
、
三
番
砲
手
の
山
崎
一
等
兵
、

四
番
砲
手
の
高
田
上
等
兵
、
第
四
米
津
分
隊
か
ら
逓
伝
兵
（
連

絡
兵
）
と
し
て
第
三
分
隊
砲
側
に
位
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
十
番
砲

手
の
酒
井
一
等
兵
が
鮮
血
に
塗
ら
れ
各
自
の
持
ち
場
で
倒
れ
た
。

二
番
砲
手
で
あ
る
私
は
、
左
腕
上
膊
部
に
敵
榴
弾
破
片
創
を

受
け
た
。
そ
し
て
、
現
在
も
肉
を
削
ら
れ
た
あ
と
を
残
し
て
い

る
。
一
番
砲
手
の
木
村
国
太
郎
一
等
兵
も
私
と
同
様
左
上
膊
部

に
敵
榴
弾
破
片
創
を
受
け
た
が
、
二
人
と
も
、
出
血
止
め
の
な

い
状
況
の
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
砲
側
の
戦
友
た
ち

は
、
我
々
負
傷
者
の
そ
ば
に
駆
け
寄
っ
て
、
中
野
分
隊
長
と
共

に
介
抱
に
努
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。

砲
の
そ
ば
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
所
に
い
た
山
崎
一
等
兵
の
帯

革
は
榴
弾
の
破
片
で
切
断
さ
れ
て
し
ま
い
、
腹
部
に
は
盲
貫
榴

弾
破
片
創
を
受
け
、
軍
服
を
鮮
血
で
染
め
て
お
り
、
小
隊
長
、

分
隊
長
、
砲
手
な
ど
が
駆
け
寄
っ
た
。
中
隊
に
二
人
し
か
い
な

い
衛
生
兵
も
走
っ
て
き
て
応
急
の
手
当
て
を
し
た
が
、
そ
の
甲

斐
も
な
く
、「
お
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
」
と
幾
度
か
叫
び
、
最

後
に
苦
し
い
息
の
下
か
ら
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
と
叫
ん
で
壮
烈

な
戦
死
を
遂
げ
た
と
、
後
に
な
っ
て
聞
い
た
。

四
番
砲
手
の
高
田
上
等
兵
は
山
崎
一
等
兵
の
左
、
第
四
分
隊

側
で
榴
弾
破
片
を
頭
部
に
受
け
た
た
め
、
鉄
帽
が
割
れ
て
飛
び

散
り
、
上
半
身
の
軍
服
を
血
に
染
め
、
一
発
で
壮
烈
な
戦
死
を

さ
れ
て
い
た
し
、
第
四
分
隊
か
ら
逓
伝
兵
と
し
て
第
三
分
隊
の

砲
側
に
出
さ
れ
て
い
た
酒
井
一
等
兵
は
、
横
山
一
等
兵
の
そ
ば

で
、
左
頭
部
に
榴
弾
破
片
創
を
受
け
、
そ
の
持
ち
場
を
守
り
、

壮
烈
な
戦
死
を
遂
げ
た
。

私
も
木
村
一
等
兵
も
自
分
で
止
血
し
、
仮
包
帯
を
施
し
た
が
、

そ
の
間
に
も
、
敵
の
砲
弾
は
間
断
な
く
我
が
陣
地
に
落
下
し
、

危
険
こ
の
う
え
な
か
っ
た
。
我
が
第
三
分
隊
放
列
を
中
心
に
落



下
し
た
砲
弾
は
十
二
時
三
十
分
頃
か
ら
十
三
時
五
十
分
ま
で
約

一
時
間
半
近
く
続
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
我
が
第
三
分

隊
は
中
野
分
隊
長
の
適
切
な
指
揮
に
よ
っ
て
、
分
隊
の
生
存
者

全
員
が
負
傷
の
痛
み
を
お
さ
え
て
、
自
分
の
持
ち
場
で
あ
る
放

列
よ
り
離
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
場
を
死
所
と
定
め
、
第
一
、

第
二
、
第
四
分
隊
と
共
に
砲
撃
を
続
行
し
て
、
前
面
の
敵
を
撃

退
し
た
。

な
お
壮
烈
な
戦
死
を
さ
れ
た
我
が
分
隊
の
三
人
の
勇
士
は
、

間
も
な
く
看
護
兵
並
び
に
中
隊
段
列
の
兵
士
に
よ
り
放
列
陣
地

の
戦
友
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
後
送
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
戦
闘

で
弾
列
の
長
谷
川
一
等
兵
も
榴
弾
破
片
創
を
受
け
、
名
誉
の
戦

死
を
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
激
烈
な
戦
闘
も
夕
刻

に
な
っ
て
砲
戦
は
止
ん
だ
。

そ
の
後
、
後
方
の
中
隊
段
列
か
ら
握
り
飯
が
各
人
二
個
配
ら

れ
た
が
、
我
々
は
味
も
何
も
分
か
ら
ぬ
程
心
労
し
て
い
た
。
自

分
は
、

今
日
は
命
を
拾
っ
た
も
の
の
明
日
の
命
は
分
か
ら
な
い
。

そ
し
て
、
戦
友
同
士
は
、
お
互
い
に
手
を
握
り
し
め
な
が
ら
、

こ
の
兵
隊
た
ち
も
明
日
の
命
は
分
か
ら
な
い
な
あ
と
思
っ
た
。

太
陽
が
落
ち
、
夕
闇
が
迫
る
頃
に
な
る
と
、
先
程
ま
で
の
激

戦
の
あ
っ
た
戦
場
と
は
思
え
ぬ
静
寂
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
が
、

戦
死
し
た
友
の
こ
と
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

第
一
次
バ
タ
ア
ン
半
島
攻
略
は
作
戦
失
敗
し
、
約
七
キ
ロ
後

退
し
、
建
て
直
し
を
図
り
、
い
よ
い
よ
第
二
次
バ
タ
ア
ン
攻
略

戦
に
入
っ
た
。
大
本
営
は
第
十
四
軍
に
対
し
兵
力
を
補
充
、
三

月
二
十
七
日
、
バ
タ
ア
ン
攻
撃
下
令
。
四
月
三
日
、
バ
タ
ア
ン

半
島
第
二
次
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
攻
撃
に
は
、
野
戦
重

砲
八
連
隊
は
も
と
よ
り
、
二
十
四
セ
ン
チ
榴
弾
砲
、
十
五
セ
ン

チ
加
農
砲
を
含
む
総
計
三
百
門
に
達
す
る
砲
兵
が
参
加
し
た
。

第
二
次
攻
撃
に
は
、
大
本
営
か
ら
辻
政
信
作
戦
班
長
、
瀬
島

龍
三
両
参
謀
が
、
関
東
軍
か
ら
久
米
、
畑
中
両
参
謀
ら
が
派
遣

さ
れ
、
第
一
砲
兵
司
令
官
北
島
中
将
も
戦
場
に
到
着
し
、
野
戦

重
砲
兵
第
一
連
隊
長
入
江
元
大
佐
か
ら
任
務
を
継
承
し
た
。

第
二
次
バ
タ
ア
ン
攻
略
戦
（
二
月
十
日
～
四
月
十
二
日
）

コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
攻
略
戦
（
四
月
九
日
～
五
月
七
日
）

米
比
軍
降
伏
（
五
月
六
日
）

マ
ロ
ロ
ス
付
近
駐
留
（
五
月
十
一
日
～
六
月
十
日
）

マ
ニ
ラ
発
、
東
京
世
田
谷
原
隊
へ
復
員
完
結
（
七
月
十
二
日
）

コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
攻
略
は
、
上
陸
せ
ず
、
バ
タ
ア
ン
半
島



の
端
か
ら
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
を
砲
撃
し
、
湾
内
の
船
舶
も
砲
撃
撃

沈
し
た
。
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
の
山
は
樹
木
が
一
本
も
無
く
な
り
赤

く
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
軍
の
飛
行
機
は
敵
上
空
か
ら
反
転

す
る
。
反
転
場
所
に
砲
の
攻
撃
目
標
が
あ
る
。
野
砲
第
八
連
隊

の
十
セ
ン
チ
加
農
砲
は
、
こ
の
目
標
を
飛
行
機
か
ら
の
無
線
で

修
正
し
て
砲
撃
し
た
。
戦
争
末
期
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
米
軍

の
偵
察
機
が
日
本
軍
の
目
標
を
砲
兵
に
無
線
し
、
砲
撃
被
害
は

甚
大
と
な
っ
た
。
緒
戦
に
お
い
て
は
日
本
軍
が
こ
の
よ
う
に
し

て
米
比
軍
を
破
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
か
ら
は
三
〇
セ
ン
チ
～
五
〇

セ
ン
チ
と
い
う
ド
ラ
ム
罐
の
よ
う
な
砲
弾
で
我
が
陣
地
を
砲
撃

し
て
き
た
が
、
五
月
七
日
第
四
師
団
は
同
島
を
占
領
、
ウ
ェ
ン

ラ
イ
ト
米
極
東
軍
司
令
官
は
無
条
件
降
伏
し
、
在
比
米
軍
に
投

降
を
下
令
し
た
。

野
戦
重
砲
兵
第
八
連
隊
は
、
五
月
十
九
日
復
員
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
第
二
次
バ
タ
ア
ン
攻
略
、
コ
レ
ヒ
ド
ー

ル
要
塞
戦
が
あ
っ
た
。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
私
は
一
月
三
日
の
パ
ラ
ッ
ク
北
側
放

列
陣
地
に
対
す
る
敵
の
砲
撃
で
、
左
上
膊
部
に
破
片
創
と
至
近

の
爆
風
の
熱
で
や
け
ど
を
負
っ
た
が
、
多
く
の
戦
死
傷
を
出
し
、

分
隊
長
代
理
と
し
て
の
重
責
を
負
っ
て
い
た
の
で
、
入
院
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
戦
い
続
け
た
。

そ
の
頃
、
本
土
に
対
す
る
米
空
軍
機
の
初
空
襲
が
東
京
を
中

心
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
バ
タ
ア
ン
・
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞

を
攻
略
し
、
在
比
米
軍
の
降
伏
の
の
ち
、
内
地
防
衛
、
防
空
の

た
め
、
我
々
野
戦
重
砲
兵
隊
が
急
き
ょ
内
地
復
員
と
な
っ
た
。

昭
和
十
七
年
六
月
十
二
日
　
マ
ニ
ラ
出
発

六
月
十
七
日
　
台
湾
高
雄
寄
港

六
月
三
十
日
　
東
京
世
田
谷
着
、
上
等
兵
に
進

級

七
月
十
二
日
　
野
戦
重
砲
第
八
連
隊
編
入

十
八
年
十
二
月
一
日
　
兵
長
と
な
る

十
九
年
三
月
十
五
日
現
役
満
期
除
隊
と
な
る

内
地
復
員
し
、
家
に
帰
っ
た
が
、
戦
況
は
だ
ん
だ
ん
と
悪
化

し
、
我
々
が
攻
略
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
に
も
米
軍
が
上
陸
、

我
が
第
十
四
方
面
軍
将
兵
、
山
下
奉
文
軍
司
令
官
以
下
の
悪
戦

苦
闘
が
続
い
て
い
る
頃
の
昭
和
二
十
年
一
月
十
四
日
、
常
磐
部

隊
（
第
二
一
四
師
団
）
編
成
の
た
め
、
宇
都
宮
東
部
第
四
十
部



隊
小
沼
隊
に
応
召
、
同
年
二
月
、
伍
長
に
任
官
し
西
原
隊
に
編

入
、
第
三
分
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

部
隊
は
馬
編
成
で
あ
り
、
四
月
、
常
磐
部
隊
編
成
完
了
し
、

栃
木
県
大
田
原
中
学
校
を
兵
舎
と
し
て
、
本
土
防
衛
の
任
務
に

就
い
た
（
第
十
二
方
面
軍
、
第
三
十
六
軍
隷
下
）

。
こ
の
任
地

で
終
戦
、
復
員
と
な
り
、
鉾
田
の
家
へ
帰
っ
た
の
で
あ
る
。

我
々
が
い
く
ら
激
戦
で
犠
牲
が
多
く
と
も
、
進
攻
作
戦
の
勝

戦
で
あ
っ
た
の
で
、
戦
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
生
き
残
り
の
人
々

の
話
を
聞
く
と
、

戦
争
末
期
の
ル
ソ
ン
、

レ
イ
テ
島
な
ど
の
島
々

で
の
激
戦
は
想
像
も
つ
か
ぬ
も
の
で
あ
り
、
緒
戦
の
と
き
、
我
々

は
友
軍
偵
察
機
に
よ
り
弾
着
を
修
正
し
て
い
た
が
、
十
九
年
、

二
十
年
の
戦
場
で
は
米
軍
が
そ
の
よ
う
に
し
て
我
が
軍
を
苦
し

め
た
と
の
こ
と
で
、
ま
さ
に
攻
守
所
を
か
え
ら
れ
た
悲
惨
さ
を

想
像
す
る
。
比
島
諸
島
に
お
い
て
は
開
戦
以
来
五
十
一
万
八
千

人
の
方
々
が
戦
没
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
我
々
の
仲
間
も
そ

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
に
つ
け
、
御
冥
福
を
祈
る

こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
る
。

【
解

説
】

開
戦
後
、
日
本
軍
が
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
し
た
と
き
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
将
軍
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
総
長
あ
て
急
電
を
打
っ

た
。
内
容
は
、
日
本
軍
の
兵
力
を
二
倍
以
上
に
、
米
比
軍
の
兵

力
を
半
分
に
報
告
し
、
マ
ニ
ラ
放
棄
、
バ
タ
ア
ン
半
島
撤
退
を

示
唆
し
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
は
あ
く
ま
で
も
死
守
す
る
つ
も
り
と

の
報
告
で
あ
っ
た
。

北
部
ル
ソ
ン
部
隊
司
令
官
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
将
軍
は
サ
ン
ミ
ケ

ル
～
カ
バ
ナ
ト
ゥ
ア
ン
の
防
御
線
を
十
二
月
三
十
日
と
発
表
し

た
。
ケ
ソ
ン
大
統
領
な
ど
は
家
族
、
吏
員
と
共
に
、
二
十
四
日

午
後
、
極
東
軍
司
令
部
は
同
日
、
共
に
内
海
汽
船
に
よ
り
コ
レ

ヒ
ド
ー
ル
島
に
移
動
し
た
。
ま
た
極
東
軍
航
空
司
令
官
は
同
日

飛
行
艇
に
よ
り
濠
洲
に
向
け
比
島
を
撤
退
し
た
。

ア
ジ
ア
艦
隊
司
令
長
官
は
、
十
二
月
二
十
六
日
潜
水
艦
に
よ

り
マ
ニ
ラ
を
撤
退
し
た
。
そ
の
た
め
比
島
水
域
残
留
艦
艇
は
砲

艦
三
、
掃
海
艇
三
、
魚
雷
艇
六
程
度
と
な
り
、
潜
水
艦
も
三
十

一
日
ま
で
に
全
部
比
島
水
域
を
去
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
米
比
軍
は
マ
ニ
ラ
を
放
棄
し
非
武
装
都
市
宣

言
を
し
た
。
主
力
は
バ
タ
ア
ン
半
島
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
と



撤
退
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
軍
は
、
バ
タ

ア
ン
半
島
の
米
比
軍
に
対
し
、
次
の
ご
と
く
判
断
し
て
い
た
と

い
う
。
一
　
兵
力
不
明
だ
が
敗
残
の
米
比
軍
で
あ
る
か
ら
、
目
下
の

進
撃
の
勢
い
に
乗
じ
急
追
す
れ
ば
、
バ
タ
ア
ン
の
撃
破
は

困
難
で
な
か
ろ
う
。

二
　
バ
タ
ア
ン
半
島
の
防
備
施
設
な
ど
明
ら
か
で
な
い
が
、

堅
固
な
陣
地
は
ま
だ
構
築
さ
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
　
た
だ
し
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
は
海
上
要
塞
で
あ
る
の
で
、

攻
略
は
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
の
で
、
封
鎖
作
戦
法
に
よ

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
頃
、
南
方
軍
か
ら
第
五
飛
行
集
団
主
力
と
、
目
下
攻
撃

中
の
第
四
十
八
師
団
以
下
過
半
数
の
転
用
時
期
が
予
定
よ
り
遥

か
に
早
め
ら
れ
る
件
に
つ
き
電
報
が
到
着
し
た
が
、
第
十
四
軍

（
比
島
攻
略
軍
）
は
一
月
二
日
、
次
の
よ
う
な
命
令
を
出
し
た
。

一
　
第
五
飛
行
集
団
ハ
主
カ
ヲ
以
テ
「
バ
タ
ア
ン
」
半
島
方

面
ノ
敗
敵
ヲ
攻
撃
ス
ル
ト
共
ニ
高
橋
支
隊
、
第
四
十
八
師

団
、
第
十
六
師
団
ノ
作
戦
ニ
協
力
ス
ベ
シ

二
　
高
橋
支
隊
（
野
戦
重
砲
兵
第
八
連
隊
長
高
橋
克
己
中
佐

の
指
揮
す
る
歩
兵
第
九
連
隊
＝
京
都
、
野
砲
兵
二
個
中
隊
、

一
〇
加
一
個
大
隊
＝
野
戦
重
砲
兵
第
八
連
隊
を
基
幹
と
し
、

当
時
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
に
進
出
）
ハ
当
面
ノ
敵
ヲ
撃
破
シ
テ

速
ヤ
カ
ニ
「
デ
ナ
ル
ピ
ア
ン
」
付
近
ニ
進
出
ス
ベ
シ

三
　
第
四
十
八
師
団
関
係

四
　
独
立
重
砲
兵
第
九
大
隊
関
係

こ
の
日
の
状
況
で
、
二
日
夜
、
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
を
出
発
し
た

軍
直
轄
の
「
高
橋
支
隊
」
は
、
ポ
ー
ラ
ッ
ク
付
近
を
占
領
し
て

い
る
砲
十
数
門
を
有
す
る
米
比
軍
に
対
し
、
三
日
朝
か
ら
攻
撃

中
で
あ
っ
た
が
、
第
四
十
八
師
団
の
指
揮
下
に
入
り
、
依
然
攻

撃
を
続
行
し
た
。

四
日
、
朝
か
ら
、
高
橋
支
隊
は
攻
撃
を
続
行
し
た
が
、
米
比

軍
の
抵
抗
が
頑
強
な
た
め
、

攻
撃
は
容
易
に
進
捗
し
な
か
っ
た
。

夕
刻
に
な
り
、
先
に
師
団
の
指
揮
に
入
り
タ
ル
ラ
ッ
ク
か
ら
南

下
中
の
独
立
重
砲
兵
第
九
大
隊
が
戦
闘
に
加
入
し
た
。
支
隊
は

夜
に
な
っ
て
も
依
然
攻
撃
を
続
行
し
、
つ
い
に
後
半
夜
、
米
比

陣
地
を
突
破
し
た
。



五
日
朝
か
ら
追
撃
に
移
っ
た
高
橋
支
隊
は
、
七
日
朝
デ
ナ
ル

ピ
ア
ン
（
マ
ニ
ラ
湾
と
ス
ピ
ク
湾
の
頸
部
の
要
地
）
に
進
出
し

た
。以
上
の
よ
う
に
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
著
の
戦
史
叢
書
（
２
）

に
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
戦
況
は
、
野
戦
重
砲
第
八

連
隊
（
高
橋
部
隊
）
が
パ
ラ
ッ
ク
北
部
の
激
戦
後
の
進
撃
の
概

要
で
あ
る
。

バ
タ
ア
ン
半
島
及
び
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
付
近
に
集
結
し
た

米
比
軍
は
、
駐
比
米
師
団
、
第
一
、
第
三
十
一
師
団
及
び
要
塞

砲
部
隊
で
、
そ
の
兵
力
は
約
三
万
五
千
、
ほ
か
に
第
十
一
、
第

二
十
一
、
第
四
十
一
、
第
五
十
一
、
第
七
十
一
、
第
九
十
一
師

団
の
敗
残
部
隊
、
戦
車
二
個
連
隊
な
ど
五
千
な
い
し
一
万
で
合

計
四
万
な
い
し
四
万
五
千
人
及
び
戦
車
約
四
〇
両
と
判
断
さ
れ

て
い
た
。

し
か
し
、
バ
タ
ア
ン
半
島
攻
略
戦
は
応
急
的
で
あ
っ
た
た
め

第
一
次
攻
略
戦
は
と
ん
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。
比

島
攻
略
戦
は
、
ジ
ャ
ワ
島
の
攻
略
の
よ
う
に
一
気
呵
成
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
大
本
営
は
、
バ
タ
ア
ン
に
よ
っ
て
頑
強
に
抵
抗

し
て
い
る
米
比
軍
に
対
し
て
は
、
充
分
な
準
備
を
し
、
相
当
の

日
数
を
要
す
る
と
判
断
し
て
い
た
が
、
南
方
軍
は
、
比
島
攻
略

軍
で
あ
る
第
十
四
軍
に
あ
く
ま
で
も
バ
タ
ア
ン
、
コ
レ
ヒ
ド
ー

ル
を
同
時
に
裁
定
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。

ま
た
、
同
時
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
も
裁
定
で
き
る
目
途
が
た
っ

た
の
で
、
第
十
四
軍
に
現
兵
力
を
も
っ
て
バ
タ
ア
ン
攻
略
に
全

力
を
傾
注
さ
せ
れ
ば
、
大
本
営
の
希
望
に
沿
え
る
こ
と
と
な
る

な
ど
、
第
二
次
戦
開
始
と
な
っ
た
。

比
島
ネ
グ
ロ
ス
島
の
死
闘

地
獄
谷
か
ら
マ
ン
グ
ラ
ガ
ン
を
越
え
て
　 

茨
城
県
　
齊
藤
藤
左
衛
門
　 

今
次
大
戦
に
は
幾
つ
か
の
山
が
あ
っ
た
。
比
島
ネ
グ
ロ
ス
島

の
戦
い
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
六
月
十
五
日
、
東
部
第
三
十
七
部
隊
で
軍
装
検

査
を
受
け
、
宇
都
宮
東
部
第
三
十
六
部
隊
、
高
崎
東
部
第
三
十

八
部
隊
と
と
も
に
東
部
第
四
十
二
部
隊
に
集
結
編
成
さ
れ
た
。




